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用 を件ふ熱作用であつて,共 結果 として熟庭理によ1)膨潤能力の低下せ る物に劃 して,そ の能

力恢復効果を生ぜ しめるにIIゴ,す,新 に膨潤浩性黙を生成せしむる如 き膨潤能力塘大効果 を坐

ぜ しめる.

 4・ 熱示差分析 曲線及加熱減量曲線:櫨 の加熱速度12±2℃/分 にて測定せる電氣透祈試料

の熱示差分析曲線及加熱減量曲線は,夫 々第3圖 及第4圖 に示す如 くである.

 第3圖 を見 るに,ベ ントナイ トには3つ の吸熱の谷 と一つの獲熱の山があ る.而 して第一の

吸熱 に關係 ある脆水が完了し第二の吸熱に關係ある椿造水の晩出の始まる限界が4500C附 近 に

ある如 くである.此 の顯は各種のカチオン置換ベントナイ トの加熟減量曲線を比較するとき,

450℃ 附近以上の部分では置換 イオンに依 る差殆んど無 きも,そ れ以下 にてイオン置換物は水

素ベントナイ トに比 し,共 減量速度が第4圖 貼線の如 く小になることか ら推定される.術 第1

圖及第2圖 より明かな如 く,第 一の吸熱に關係ある瞬水により和常著 しい膨澗度減少を示 すが

之は其後の超晋波庭理により略可逆的に族復 されている.3( !:の推定に從えば,500℃ では既

に第二の吸熱に關係ある脱水が始 まつていると考 えられる.實 際 に500℃ 庭理物はそのままに

ては揺攣性ゲルを作 り得 な く成っている.又450℃ 以上で第二の吸熱過程が起つた部分では,

超晋波の膨潤度塘大効果がなく成 ると考 えれば,400,500℃ 庭理物岡に超・蹄波効果の大差の起

るのがよ く了解 される.更 に温憂が高 くなるに件い超書波効果が減少して行 き。800'C庭 理物

では第二の吸熱過程が完了し,膨 潤性を完全に失 うと同時に超菅波の効果も現われな くなる.
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 前報(化 研講i演會,昭 和22年11月23日,京 都;化 研講演集,'第16輯)に 於て外部 より冷却(叉

は加熱)媒 燈 により,冷 却(叉 は加熱)を行 う流動法長管式反慮管内部の温度分布式を與え,反

鷹流鰹の流速 によつて反慮管内最高(又 は最低)温 隻が如何に憂化するかを論 じアこ.前報に於て

は反慮管中心軸上の温度分布式 θ,(x)の形を與え,叉 この画数は或 るxに て極大値(θz)ma。を

とり,こ の値は流速vに よつて異 り,又(θz)m鳥KとVと の關係曲線は或 るvに て曲率4輕 の値

極小 となる.こ のvの 値をv,,itと 名すけた.即 ちvがVcritよ り小なる聞は(θ。)m。。は殆 ど直

線的に増大す るが,VがV,,i、 より大 となれば最早(θ,)lll。Nはvに 殆 ど無關係 に一定 となる.

一定の化學反懸を行 わしめる場合,或 は條俘に於て流速を増加せ しめたとき反慮管内の最高温

度が著 しく上昇するか,或 は殆ど上昇 しないかは實験室的にも,又 工業的にも極めて重要なる

事である.之 を實験 によつて求めるには多数回の實験を繰返 さねばならぬ,依 て之を計算 によ

つて大略の判定が下せたな らば至極優利 というぺ きである・ そこで問題は結局v,,itの 値をR,

                   GO3)



            化 研 講 演 集 郊 十 七,1

q,〔.'X ),、k, K, e,ρ, Uの 函 敗 で輿 えるこ とに師着す る,所 が之 では墾 数の値 が 多すぎ て 不便

であ るので次 のよ うにす る.今
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この圖 よ り直 に求 まる.即 ち,            一 一ゆh

(θ・)・1・axの出 來 る位置 が反庶 暦の 中にあるか否か を決定す るこ とが出來 る.こ の γλ一(σ, h)等

高 線 圖を第2圖 に示 す.

 等 高 線 圖の使 用法 の一例 として1)auul、6hler(Z. Elektroch.,44228,〔1938〕)の 亜 酸化窒素

の分燭反 慮 に關す る反慮 管 内最高温変 と,流 速 との關係 に就 ての實瞼 に於て流速が増 して も,

(θ,)maxは 殆 ど壇 さす,一 定 に近 い とい う結果 を示 してい るが,本 報 の方法 に よつて この場合

の γc.itを求 め る と γc,lt=0・0039と な り,之 はyc,it =O.59に 劃 慮す るに当↓し,彼 の實 験ではす

べ てv>30の 所 で行つ てい るのであ るか ら,流 速 によつて(θ 、)m。.が殆 ど攣化 しない こ とは常

然 了解 され る.即 ち この等 高線 圖の用途 を要約 すれば亥の ようであ る.

 (i)流 速 に よる最 高温度値 の攣化が略 ≧恒値 となる限 界流 速 を知 る ことが出來 る.

 (ii)或 與 えられた條件 に於 て流速 による最高 濫度匝の攣化 の模様が大略知 り得 る,

 (iii)與 え られ た反懸 管景 に於 て最高盗度 値が管末端 に現 われ る如 き流速の値 を知 り得 る.

      保 護i管附熱電i封に依 ろ鰯媒 充填層 の    ・

      温 度測定 に於 けろ誤差 に就 て
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 熱電封,塞 暖計等が管中の流艦中に置かれた場合の示度の持つ誤差の中,管 壁と濫度計との

岡の輻射授受及流髄と温度計 との岡の熱傅達との雫衡の存在に基 く誤差に關しては古くから注
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